
療養型病床を持つ病院の入院患者の医療区分調査結果（厚木保健福祉事務所H28.4実施）

　　１　調査対象 ： 管内で療養型病床（回復期リハを除く）を持つ９つの病院

　　２　調査内容 ： 入院患者の医療区分の割合

　　３　調査時点 ： 28.3.31の一日に限り

病床数 医療区分Ⅰ 医療区分Ⅱ 医療区分Ⅲ

1Ａ病院 11% 63% 26% 100%

2Ｂ病院 22% 39% 39% 100%

3Ｃ病院 20% 56% 24% 100%

4Ｄ病院 9% 37% 54% 100%

5Ｅ病院 18% 57% 25% 100%

6Ｆ病院 0% 0% 100% 100%

7Ｇ病院 23% 32% 45% 100%

8Ｈ病院 8% 48% 45% 100%

9Ｊ病院 12% 35% 53% 100%

割合（加重平均） 780 15.5% 42.9% 41.6%

許可療養型病床数935床中、回復期リハ病床155床を除く780床を対象とした。

在宅に移行する患者の想定数  780×15.5％×70％＝ 84.7人

（医療区分Ⅰの患者の７割が在宅医療等に移行するという国の想定）
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